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「
石
城
山
神
寵
石
」
見
学
会

「
神
龍
石
サ
ミ
ッ
ト
」
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

1
月
初
日
に

「
石
城
山
神
龍
石
」
見
学
会
を
実

施
。
約
1
0
0
人
の
参
加
者
が
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
講
師
の
話
を
聞

き
な
が
ら
神
龍
石
を
見
学
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
壮
大
な
列
石
に

驚
い
た
り
、
熱
心
に
質
問
し
た
り

し
な
が
ら
、
山
中
の
神
龍
石
を
た

ど
り
ま
し
た
。

.---. 
2007、

• • • 
4・• 

藤
公
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会

3
月
日
日
、
大
和
総
合
運
動
公

園
周
辺
で
「
藤
公
の
里
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
を
開
催
。
県
内
外
か
ら
約

5
0
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

し、

2
M
、

5
M
、
日
同
の
各

コ
l
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

親
子
が
2
人
1
組
で
走
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
で
は
、
満
面
の
笑
み
で

ゴ
l
ル
に
向
か
う
親
子
の
微
笑
ま

し
い
姿
に
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

リサイクルセンター起工式

1月24日、周南東部環境施設組

合が、岩田の後畑不燃物埋立処理

場隣接地に建設するリサイクルセ

ンターの起工式が行われました。

これは、資源ごみや不燃ごみ等を

適切に処理し、再資源化を進める

施設です。一方、施設の建設に合

わせて、 10月から不燃ごみの分別

方法が変わることになりました。

4・• • • ~‘ 2 月.，.，.. . 

室積公民館に 「おはなし隊Jキャラバンカー登場

3月8日、 「やまびこ文庫J
(植田孝子代表)の呼び掛け

で、楽しい絵本をたくさん積

んだキャラパンカーが室積公

民館にやって来ました。子ど

もたちは夢の車に興味津々。

目をきらきら輝かせて、夢中

で本を選んだり、紙芝居を楽

しんだりしていました。

り梅
」早ま

が杢っ
開風り
始物 20
以詩周

者t年

今て
年お
でな
20じ

た 加 10公 い 植 けか月記し周み
。わ本園、樹た ら 4念た年の
りの梅冠中梅寄日し 。を「

名の山ェーの贈にてこ迎梅
ま木里総を木を市、れえま
しがに合行の受民 2 をまつ

第1回「神寵石サミット」

2月16日、 17日の2日間、大和スポーツセンターな

どを会場に、第1回「神龍石サミット」を開催。神龍

石が所在する九州、|の自治体関係者をはじめ、専門家

削田 市長乞 や歴史ヲア
、、市民等

が一堂に会

し、神龍石

をテーマに

さまざまな

議論や交流

を繰り広げ

ました。

中
央
消
防
署
に

災
害
対
応
特
殊
高
規
格
救
急
自
動
車
を
配
備

3
月
お
日
、
人
工
呼
吸
器
や
自
動
体
外
式
除
細

動
器
(
A
E
D
)
な
ど
の
高
度
な
救
急
救
命
資
機
材

を
備
え
た
高
規
格
救
急
自
動
車
が
、
中
央
消
防
署

に
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
光
地
区

消

防

組

合

で

は
、
高
規
格
救

急
自
動
車
の
配

備
を
計
画
的
に

進
め
て
お
り
、

今
回
で

5
台
の

救
急
自
動
車
す

べ
て
が
高
規
格

と

な

り

ま

し

た
。

8 
日

おやこクッキング光

3月10日、あればーく光で光市食生

活改善推進協議会主催の「おやこクッ

キング光jが開催さ村、市内の小学

1・2年生の親子30組が、調理実習や

Jfームなどを通じて食の大切さを学び

ました。自ら料理を作り、楽しく食事

をする体験の積み重ねにより、子ども

たちの食に対する考え方も豊かに育っ

ていくことでしょう 。

6 
日

V
光
市
成
人
の
つ
ど
い

V
光
市
消
防
出
初
式

7 
日

7 
日

V
第

1
回
光
市
小
学
生
駅
伝

V
第
臼
回
光
市
駅
伝
競
走
大
会

V
室
積
地
区
防
災
教
室

V

「
石
城
山
神
龍
石
」
見
学
会

V
周
南
東
部
環
境
施
設
組
合
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
起
工
式

V
第
3
回
光
市
女
性
の
つ
ど
い

24 20 17 14 
日日日日

27 
日2 

月

3 
日

V
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

-m
光

V
第
初
回
梅
ま
つ
り

(
3月
4
日
ま
で
)

V
梅
ま
つ
り
開
催
却
周
年
記
念

植
樹
式

V

「
第
卯
代
内
閣
総
理
大
臣

安
倍
晋
三
氏
直
筆
書
」
展
示

V
第
1
回
「
神
龍
石
サ
ミ
ッ
ト
」

(
口
日
ま
で
)

V
光
市
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
表

彰
式

V
第
2
回
光
市
青
少
年
健
全
育

成
推
進
大
会

V
む
ろ
づ
み
緑
十
字
清
掃
・
植

樹
大
作
戦
(
白
砂
青
松
山
万
本
大

作
戦
)

4 
日

4 
日

10 
日

16 
日

23 
日

24 
日

25 
日

月

4 
日

V
虹
ケ
浜
海
岸
松
苗
植
栽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
(
白
砂
青
松
山
万

本
大
作
戦
)

4 
日

V
梅
ま
つ
り
コ
バ
ル
ト
ウ
ォ
l
ク

V
室
積
公
民
館
に
「
お
は
な
し

隊
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

l
登
場

V
お
や
こ
ク
ッ
キ
ン
グ
光

V
第
初
回
藤
公
の
里
マ
ラ
ソ
ン

大
会

V
第
包
囲
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

11 10 
日日

18 
日

23 18 
日日

V
第
初
回
誕
生
記
念
植
樹

V
中
央
消
防
署
に
災
害
対
応
特

殊
高
規
格
救
急
自
動
車
を
配
備

V

「
石
城
山
神
龍
石
」
見
学
会
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新
総
合
計
画
に
基
づ
く

ま
ち
"
つ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

新

「光
市
」
の
さ
ら
な
る
飛
躍

と
発
展
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政

の
ま
ち

n

つ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
光
市
総
合
計
画
」
を
3
月
に
策

定
。
「
人
と
自
然
が
き
ら
め
く

生
活
創
造
都
市
」
を
将
来
像
と
す

る
新
た
な
ま
ち
"
つ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

.・・・......2007乞. ~ • • • 

模擬会社「石城社中」に

大和中学校の生徒22人が入社

6月3日、大和中学校の生徒22人が、野

菜の栽培と販売を行う模擬会社「石城社

中」に入社しました。この会社は、農業

を通して企業家意識をはぐくんでほしい

と大和商工会青年部の発案で設立。秋の

「ふるさとまつり」での販売を 目指し、

早速サツマイモの苗を植えま した。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

6
月
1
日
、
警
察
や
消
防
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
と
市
が
協
働
で
、
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
を

実

施
し
ま
し

た
。
地
震
や
大
雨
の

際
の
決
壊
を
想
定
し

て
、
た
め
池
や
島
田

川
の
越
水
想
定
地
域

を
視
察
し
、
災
害
の

未
然
防
止
や
被
災
を

最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
の
対
策
等
を

検
討
し
ま
し
た
。

市立図書館が文部科学大臣表彰受賞

4月23日、市立図書館が「子どもの読書活

動優秀実践図書館jとして文部科学大臣表

彰を受賞しました。これは、読み聞かせボ

ランティアの皆さんと協力して行う「出前

おはなし会」をはじめ、幼児や障害を持つ

子どもへの読書活動の支援など、子どもた

ちの|幅広い読書ニーズにきめ細やかに応じ

てきたことが高く評価されたものです。
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18 露

日 美 孟
し冒士

山市 p ゾ

内 象 岬
の鼻の
放ケ放
置 岬害
艇の罷
17景 PJX土

隻観に
のを撤
撒守去

い手後定場去自のた付告員去る撃

ま続に期合さ主放 。け書の語 2吾
てき処聞はれ的置乙圭を手子、

を分経、なに艇れ<f;貼で 。5
行 の 過 ー い撤がらしり警職月

---
も

高

、

地

ぎ

開

、

検

量

子

と

多

え

現

な

を

ら

画

測

着

と

宇

迎

の

わ

会

が

計

の

に

〉

民

る

を

岸

修

刊

か

全

め

ど

丸

会

市

あ

ん

海

と

研

9
保

た

な

し

F
Z

を

で

さ

責

学

。
岸

の

査

ま

憎

ば

喉

明

割

見

剖

催

海

討

調

し

E
引

押

日

仰

か

ピ

ホ

輔

国

な
げ
ば
岸

「

却

海

と

m-
山
[
子
山
序
削

見

鞠

陀

h
H
D

£
N
U
F
h
d
 

訓

室

現

む

と

岸

漣

う

毎
・
カ
一
よ

晴

樹

新

ι
ロ

士

-

」

保育出前講座スター 卜

6月27日、 「おっぱい都市推進プラ

ンjの具体的施策のーっとして、育児

不安の軽減や子育て家庭の交流を目的

とする「保育出前講座」がスタート。

保育園と子育て支援センターの職員が

地域の公民館に出向いて、遊び方の講

習や育児相談に応じ、親子で楽しい時

間を過ごしてもらっています。

光
井
地
区
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
あ
す
な
ろ
教
室
」
ス
タ
ー
ト

「放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
光
井
地
区

の
3
1
6年
生
の
児
童
を
対
象
に
、

「あ
す
な
ろ
教
室
」
が

ス
タ
ー
ト
。
原
則
毎

月
第
2
土
曜
日
の
午

前
中
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

6
月

9
日
を

皮
切
り
に
、
今
年
度

は
叩
回
を
実
施
す
る

予
定
。

中
学
年
と
高

学
年
に
グ
ル

ー
プ
分

け
し
、
算
数
教
室
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

3 
日

9 
日 4 

月
日

V
光
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま

ち
柄
つ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

V
市
指
定
可
燃
ご
み
袋
を
半
透

明
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
に
変
更

V
冠
山
総
合
公
園
で

「夜
間
庭

園
l
さ
く
ら
坂
j
」

V
市
立
図
書
館
が
子
ど
も
の
読

‘

書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

1
1
口
u

6 
日

23 
日5 

月

10 1 
日日

V
水
道
料
金
を
改
定

V
市
内
の
幼
稚
園
と
保
育
園
で

「
食
育
子
育
て
支
援
事
業
」

(
6
月
初
日
ま
で
)

V
象
鼻
ヶ
岬
内
の
放
置
艇
に
撤

去
警
告

V
第
mm
回
山
口
県
消
費
者
月
間

記
念
大
会
を
光
市
で
開
催

V
室
積
海
岸
現
地
見
学
と
「
な

ぎ
さ
」
研
修
会

V
藤
公
と
蛍
の
里
っ
か
り

「ほ
た
る
鑑
賞
ま
つ
り
」

V
第
ロ
回
水
道
ま
つ
り

V
第
侃
回
国
民
体
育
大
会
光
市

準
備
委
員
会
設
立
総
会

18 
日

23 
日

26 
日

26 
日

28 27 
日日安

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
磯
部
欣

也
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
、
森
重
冨
夫

さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

-R春
の
叙
勲
で
今
橋
将
さ
ん
が
瑞
宝

小
綬
章
、
柴
崎
早
人
さ
ん
が
瑞
宝
単

光
章
を
受
章

6 
月

日

V
光
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

V
第
5
回
し
よ
う
ぶ
祭

(叩
日
ま
で
)

2 
日

2 
日

V
室
積
ま
ち
ぐ
る
み
活
動
協
議

会
が
「
第
日
回
全
国
み
ど
り
の

愛
護
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」
を
受
賞

V
模
擬
会
社

「
石
城
社
中
」
に

大
和
中
学
校
生
徒
沼
人
が
入
社

V
光
井
地
区
の
放
課
後
子
ど
も

教
室
「
あ
す
な
ろ
教
室
」
が
ス

タ
ー
ト

V
第
日
回
あ
じ
さ
い
祭
り

(口
日
も
)

V
冠
山
総
合
公
園
梅
の
里
で
梅

も
ぎ
を
実
施

V
保
育
出
前
講
座
ス
タ
ー
ト

V
第
M
回
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式

V
英
語
で
お
は
な
し
会

10 
日

10 
日

28 27 
日日

30 
日
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第
鈎
回
ク
リ
ー
ン
光
大
作
戦

7
月

8
日
、
市
内
全
域
で
「
ク

リ
ー
ン
光
大
作
戦
」
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、

2
万
人
を
超
え
る
市
民

が
、
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
光
市
青
年
団

体
連
絡
協
議
会
の
提
唱
で
昭
和
羽

年
に
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
の

原
点
は
、
環
境
美
化
活
動
を
通
じ

て
美
し
い
心
を
育
て
る
こ
と
。
光

市
が
誇
る
良
き
伝
統
と
し
て
今
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

.---. ......-2007乞. ~ 

2
0
0
7
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り

8
月
5
日
、
あ
い
ぱ

l
く
光
で

「
2
0
0
7
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り
」

を
開
催
。
今
年
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
市
民
の

力
が
加
わ
り
ま
し
た
。
食
育
を

テ
l
マ
に
し
た
劇
や
紙
芝
居
、
学

校
給
食
の
試
食
な
ど
も
催
さ
れ
、

世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
が
ま
つ

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

伊藤博文公の遺品4点が寄贈される

静岡県南伊豆町在住の小津茂貴さんか

ら伊藤博文公の遺品4点が寄贈され、 7月3

日に、南伊豆町役場で引き渡しを受けま

した。寄贈された大礼服や刀などの品々

は、 9月1日からの「伊藤公資料館開館10

周年記念特別展」で一般公開しました。

日本の森・滝・渚全国協議会を設立。末岡市長が初代会長に

自然環境に関する全国組織で

ある森林浴の森全国協議会と日

本の滝全国協議会、日本の渚全

国協議会が合併し、 107の自治

体による「日本の森・滝・渚全

国協議会」が誕生しました。8

月9、10日に東京都内で設立総

会を開催し、初代会長に末岡市

長が選ばれました。

兼
清
外
科
(
伺
兼
清
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
)

の
ソ
フ
ト
パ

l
ク
へ
の
進
出
協
定
調
印
式

浅
江
地
区
で
医
療
業
務
を
展
開
す
る
兼
清
外
科
(
岡
兼

清
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
l
ピ

ス
)
の
ひ
か
り
ソ
フ
ト

パ
1
ク
へ
の
進
出
が
決

定
し
、

7
月
四
日
に
進

出
協
定
調
印
山
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設

や
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
施
設
が
、
平

成
却
年
春
に
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。

特産品直売パイロットショップオープン

地産地消を推進するため、地場産農産物の直

売庖舗を7月28日に束荷地区に開設しました。

市内の生産者が丹精込めて作りあげた、新鮮な

農産物や加工品などを数多くそろえて皆さんを

お待ちしています。

個個圃圃・・E世直~一一ーヶー←←一一二

虹
ケ
浜
海
岸
環
境
対
策
懇
談
会

8
月
況
日
、
よ
り
良
い
虹
ケ
浜
海
岸
の
整
備
を
進
め

る
乙
と
を
目
的
に
、
「
虹
ケ
浜
海
岸
環
境
対
策
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
1
回
目
の
こ
の
日
は
、
ま

ず
、
委
員
全
員
で
虹
ケ
浜
海
岸
の
現
状
を
見
学
し
、
景

観
・
海
水
浴
場
・

動
植
物
・
防
災
対

策
施
設
の
状
況
を

確
認
。
見
学
後
、

地
域
の
財
産
で
あ

る
松
林
を
守
る
こ

と
を
中
心
に
、
生

態
系
・
景
観
・
海

岸
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

光花火大会

8月11日、虹ケ浜海岸で、光花火大会

を開催。7万5000人の人出でにぎわい

ました。光駅から徒歩で来場できると

いうアクセスの良さもあり、市外から

も多くの観客が訪れ、夏の風物詩を楽

しみました。夜空を華麗に彩る花火と

ともに、まちの元気を発信できた一日

となりました。

日

V
光
市
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

日

V
光
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

V
虹
ケ
浜
海
岸
で
「
渚
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
」

(
8月
白
日
ま
で
)

V
伊
藤
博
文
公
の
遺
品

4
点
の

寄
贈
を
受
け
る

V
光
市
海
外
派
遣
事
業
合
同
壮

行
会

V
第
比
四
ク
リ
ー
ン
光
大
作
戦

V
第
町
田
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
街
頭
啓
発

V
海
聞
き
・
安
全
祈
願
祭

V
兼
清
外
科
(
嗣
兼
清
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
)
の
ソ
フ
ト
パ

l
ク

進
出
協
定
調
印
式

V
光
市
特
産
品
直
売
パ
イ
ロ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

V
第
日
回
サ
ン
ド
ア

l
ト

-m
光

V
周
防
柱
松

日
3 
日

6 
日

8 
日

9 
日

19 14 
日日

28 
日

29 29 
日日

月
日

V
携
帯
電
話
メ

l
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
開
始

V
納
涼
柱
ま
つ
フ
ェ
ス
タ

-m

く
ろ
く
い

V
室
積
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ

フω
ハU
ハU
7

V
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
奉
納

上
演

(
5
日
ま
で
)

V
2
0
0
7
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り

V
光
市
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

V
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー

回
虹
ケ
浜
2
0
0
7(

日
日
ま
で
)

V
A
E
T
(英
語
指
導
助
手
)

ル
l
シ
l
・
オ
メ
リ
ア
さ
ん
着
任

V
日
本
の
森
・
滝
・
渚
全
国
協

議
会
設
立

V
冠
山
総
合
公
園
で
「
夜
間
庭

園
&
庭
園

L
I
V
E
」

V
光
花
火
大
会

V
光
市
戦
没
者
追
悼
式

V
第
お
回
光
市
実
年
・
熟
年
・

寿
年
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

V
光
市
海
外
派
遣
事
業
帰
国
報

止
口
ふ
広

V
第

1
回
青
少
年
問
題
協
議
会

V
第

1
回
虹
ケ
浜
海
岸
環
境
対

策
懇
談
会

4 
日

4 
日

4 
日

「
d 

日
7 
日

8 
日

8 
日

9 
日

10 
日

26 18 11 
日日日

27 
日

31 27 
日日
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av

2
0
0
7年
総
合
防
災
訓
練

-m光

9
月

2
日、

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流

村
や
市
民
ホ
1
ル
周
辺
を
主
会
場
に
、

「2
0
0
7
年
総
合
防
災
訓
練

-m
光」

を
開
催
。
県
や
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
や
自
主
防
災
組

織
的
団
体
、
約
1
7
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
台
風
接
近
に
よ
る
高
潮
や
島

田
川
の
洪
水
被
害
を
想
定
し
、
救
出
・

救
助
訓
練
や
住
民
避
難
訓
練
等
を
行
い

ま
し
た
。

ae --月i・0
v

-
m
 

av 
• • 秋

田
わ
か
杉
国
体
で

光
市
勢
が
大
活
躍

9
月
mm
日
か
ら
日
月
9
日
に
か
け
て

聞
か
れ
た
秋
田
わ
か
杉
固
体
の
セ

l
リ

ン
グ
競
技
で
、
光
市
勢
を
中
心
と
し
た

山
口
県
チ

l
ム
が
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を

と
も
に
獲
得
。
光
市
か
ら

7
人
の
選
手

が
参
加
し
た
軟
式
野
球
競
技
「
成
年
の

部
」
で
も
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
光
市

勢
が
大
会
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。 • 

2007光まつり

9月30日、市民ホール周辺

で 12007光まつり」を開

催。パレードや物産品の即

売などを目当てに、昨年を

上回る3万1000人が集まりま

した。今年のパレードには

室積小学校鼓笛隊も参加。

12年ぶりに復活した鼓笛パ

レードに、ひときわ大きな

拍手が送られました。

職業訓練法人周南コンビュータ・カレッジが

端末機器等を一新

周南コンビュータ・カ

レッジは、最先端の情報技

術を習得できる万全の実習

体制を整備するため、 9月3

日にすべての端末機器とソ

フトウェアを一新。3次元

CADや財務会計ソフトなど

も導入しました。これらの

最新機器は、学校見学会で

一般にも公開されています。

不燃ごみの出し方を 4分別に変更

平成20年4月からのリ

サイクルセンターの本

格的な稼動に備えて、

10月1日から不燃ごみの

分別方法が変わりまし

た。市が事前に行った

説明会には、自治会な

ど312団体から申し込み

があり、延べ1万3200人

が参加。ごみ問題に対

する関心の高さがうか

がえました。

市内 4公民館で地区自主運営開始・

地域づくり支援センターオープン

地域コミュニティ活動の促進などを目的

に、 10月1日から室積、島田、浅江、 三島の

4公民館が地区自主運営になりました。ま

た、各公民館の運営やNPO活動などの市民活

t 動をサポートするため、同じく 10月1日、地

域づくり支援センターを開設しました。 伊
藤
公
資
料
館

開
館
叩
周
年
記
念
特
別
展

平
成

9
年

9
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
伊
藤
公
資
料
館
の
開
館
山
周
年

を
記
念
し
、

9
月

1
日
か
ら

2
か

月
問
、
特
別
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
特
別
展
で
は
、
歴
代
総
理
大

臣
お
人
の
書
や
軸
の
ほ
か
、

7
月

に
寄
贈
を
受
け
た
伊
藤
公
の
遺
品

4
点
を
公
開
し
ま
し
た
。

第 2回 「神寵石サミットJ
10月19、20日、第1固に続いて2回目の神龍石サ

ミットを光市で開催しました。サミット 2日目は石

城山山上で神龍石の築造工程を体験したり、実際に

神龍石を見学して実物にふれながら、神龍石のはる

かな歴史に遠く思いをはせました。

9 
月

日

V
伊
藤
公
資
料
館
開
館
叩
周
年

記
念
特
別
展
(
叩
月
別
日
ま
で
)

V
第
釘
回
光
市
子
ど
も
会
大
会

V
2
0
0
7
年
総
合
防
災
訓
練

.m
光

V
岩
屋
自
治
会
が
「
道
路
愛
護

県
知
事
表
彰
」
受
賞

V
周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

ジ
が
端
末
機
器
等
を

一
新

V
R
1
8
8
観
光
連
絡
協
議
会

設
立
総
会

V
冠
山
総
合
公
園
で
「
夜
間
庭

園
&
十
五
夜
L
I
V
E」

V
光
市
特
産
品
直
売
パ
イ
ロ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
さ
つ
ま
い
も
ま
つ
り

日日
3 
日

3 
日

20 
日

22 
日

22 
日

28 
日

V
第
2
回
伊
藤
博
文
公
歴
史
講
座

(
ロ
月
1
日
ま
で
全

6
回
)

V
2
0
0
7
光
ま
つ
り

30 
日

-Rヨ
ッ
ト
ス
ナ
イ
プ
級
世
界
選
手
権

大
会
で
安
部
賢
司
・
山
近
宏
組
が
準

憂
勝

安
秋
田
わ
か
杉
国
体
セ

l
リ
ン
グ
競

技
、
軟
式
野
球
競
技
な
ど
で
光
市
勢

、
弘
平
白
羽
箆

?
y
y
 

10 
月

日

V
市
内
4
公
民
館
で
地
区
自
主

運
営
開
始
・
地
域
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

V
不
燃
ご
み
の
出
し
方
を

4
分

別
に
変
更

V
図
書
館
に
「
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置

V
光
市
発
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
せ

と
の
に
じ
」
披
露
お
よ
び
試
食

A2 
V
早
長
八
幡
宮
秋
祭
り

V
第
町
田
市
民
体
育
大
会

V

「
石
城
の
里
三
国
志
城
」
内

に
神
龍
石
資
料
館
開
館

V
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
表
彰
」
受
賞

V
第

4
回
光
市
心
身
障
害
児
者

体
育
大
会

V
第
2
回
「
神
龍
石
サ
ミ
ッ
ト
」

(
初
日
ま
で
)

V
光
市
安
全
安
心
ま
ち
帆
つ
く
り

大
会

V
第
3
回
光
市
美
術
展

(
日
月
4
日
ま
で
)

V
第

5
回
消
防
ま
つ
り

日
5 
日

5 
日

7 
日

8 
日

9 
日

10 
日

14 
日

19 
日

23 
日

23 
日

28 
日安

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
石
村

秀
美
さ
ん
が

2
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得



a
，
 
.
.
 

・
・.
.
 
A' 

・7
1
.

-
O

R
-

-川
初

日
、

‘
 .

.

 

.
 
・・・.

美しい景観づくり懇談会

良好な景観形成を目的とした「景観

計画jの策定にあたり、 景観への理解

を深めてもらうとともに、市民の皆さ

んから、今後の景観づくりに対する意

見を伺うため、 11月8日から29日にか

けて、市内11会場で「美しい景観づく

り懇談会」を開催。市民約400人が参

加しました。
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第91代内閣総理大臣福田康夫氏

から直筆書の寄贈を受ける

12月5日、第91代内閣総理大臣福田康夫

氏から直筆書の寄贈を受けました。書に

は「信義」とpう言葉が揮毒されており、

総理の「信の国jづくりへの思いが垣間見

られました。この書は、第67代内閣総理

大臣である父越夫氏の書とともに、年明

けから伊藤公資料館で公開されます。

ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
月
日
日
、
大
和
総
合
運
動
公

園
で
「
ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
鮮
な

農
産
物
や
海
産
物
な
ど
、
旬
の
食

材
が
所
狭
し
と
並
ん
だ
販
売
コ
ー

ナ
ー
や
、
郷
土
の
昧
が
い
っ
ぱ
い

に
詰
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と
大
鍋
」

も
大
人
気
で
、
来
場
し
た
皆
さ
ん

は
食
欲
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

し

で

催

が

同
副
口

d
HV

H
W
万ノ

を

の
」
蛇

り
ゴ
乏

つ

伝

宇

品

戸

崎

前
サ

会

可

E
回
司

光

!中
品

で
つ
ぺ

辺
中

!

間

十

'
V
E

品
問
川
一
一

つ

泊

コ

た

に

ま

せ

擬

で

ク

大

ま

、

売

れ

ぐ

し

併

模

船

る

も

主

日

販

さ

す

て

o

た

漁

巡

グ

た

川

μ
。
意

は

れ

た

れ

、

を

ン

し

4
・
'
h

月

た

用

等

切

し

わ

や

沖

ジ

で

ι
日

し

、

魚

り

ま

行

リ

積

一

気

光

ま

き

地

売

い

て

セ

室

ル

人

大
和
公
民
館
に

子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
レ
リ
ー
フ
設
置

日
月
初
日
、
岩
田
小
学
校
6
年
生
の
皆
さ
ん
が
製
作
し
た

レ
リ
ー
フ
が
大
和
公

民
館
駐
車
場
に
設
置

さ

れ

ま

し

た

。

レ

リ
ー
フ
の
テ

l
マ
は

「
未
来
の
岩
田
、
緑
の

ま
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ま
ち
」

o

未
来
の
岩

田
も
、
笑
顔
と
緑
が

あ
ふ
れ
る
人
に
優
し

い
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全国中学校駅伝大会で大和中学校が 7位に入賞

12月15日、県セミナーパークで行われた全国中学校駅伝大会女

子の部に、県代表とし

て大和中学校と室積中

学校が出場。大和中は1

区で3位の好位置につ

け、堂々7位に入賞しま

した。一方、室積中学

校は37位でしたが、選

手の頑張りに大きな拍

手が送られました。

光
市
消
防
団
に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
配
備

ロ
月

U
日
、
光
市
消
防
団
第

5

分
団
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
動
力
ポ
ン

プ
は
軽
量
の
た
め
素
早
い
搬
送
が

可
能
で
、
特
に
山
林
火
災
な
ど
の

際
に
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
葛
原
団
長
は
、

「ポ
ン

プ
を
活
用
し
、
有
事
に
対
応
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

光漁港海岸(室積海岸)検討委員会

12月26日、光漁港海岸(室積海岸)検討委員会を開催しまし

た。これは、室積海岸の高潮被害の防止を目的に、自然環境の保

全に配慮、した対策工法

を検討するためのもの

です。委員会では、今

後 3回程度の会合を

行った後、平成21年度

中に対策案を示す予定

です。

26 23 
日日

8 
日

V
景
観
セ
ミ
ナ
ー

V
美
し
い
景
観

n

つ
く
り
懇
談
会

(
却
日
ま
で
市
内
日
会
場
)

V
ル
l
ラ
ル
・
ゅ
う
ゅ
う
・

フ
ェ
ス
タ

V
岩
田
駅
前
ワ
イ
ワ
イ
ま
つ
り

V
光
井
中
学
校
で
「
市
長
と
語

‘

ろ
う
青
少
年
の
つ
ど
い
」

V
第
回
回
母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
中
央
審
査
会
で
、

網
永
純
子
さ
ん
、
海
人
く
ん
親

子
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

8 
日

10 
日

12 11 
日日

17 
日

26 24 18 
日日日

V
ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

V
第

7
回
光
さ
か
な
ま
つ
り

V
大
和
公
民
館
に
子
ど
も
た
ち

の
手
作
り
レ
リ
ー
フ
設
置

安
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
中
本
利

夫
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

-R秋
の
叙
勲
で
岡
本
尚
敬
さ
ん
と
坂

口
三
郎
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

12 
月

日

V
携
帯
電
話
用
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

を
開
設

V
2
0
0
7
ふ
れ
あ
い
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

V
第
別
代
内
閣
総
理
大
臣
福
田

康
夫
氏
か
ら
直
筆
書
の
寄
贈
を

受
け
る

V
ふ
る
さ
と
郷
土
館
で
「
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
会

-m
醤
油
蔵
」

V
生
涯
現
役
社
会
"
つ
く
り
地
域

交
流
会

-m
光

2 
日

5 
日

8 
日

9 
日

14 
日

V
光
市
消
防
団
第

5
分
団
に
小

型
動
力
ポ
ン
プ
を
配
備

V
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
女
子

の
部
に
大
和
中
学
校
と
室
積
中

学
校
が
出
場
し
、
大
和
中
学
校

が

7
位
に
入
賞

V
第

5
回
灯
花
祭

V
第

1
回
光
漁
港
海
岸
(
室
積

海
岸
)
検
討
委
員
会

15 
日

-R星
志
津
子
さ
ん
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
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[表紙の写真]

今なお多くの謎に包まれている古

代遺跡「神寵石jをテーマに、2月と

10月の2固にわたり「神寵石サミッ

トjを開催。多くの市民をはじめ、

神寵石所在自治体関係者や専門家、

歴史ファンが活発な議論を繰り広

げ¥神龍石のはるかな歴史に思いを

はせました。

次回、第3回「神寵石サミット」は

福岡県行橋市で開催される予定です0

・ 「フォト光Jは、広報ひかりでご紹

介した光市の一年間の出来事等を、写

真を中心に編集したものです。

編集・発行/光市秘書広報課

〒743-8501

山口県光市中央 6丁目下1

TEL 0833-72-1400 (1モ)

FAX 0833-72-1436 

http://www.city.hikari.lg.jp 

印刷/中村印刷株式会社


